
イタリア中部の街、フィレンツェ。人間の姿を生き生きと描き出すルネサンス美術はここから始まりま

した。かの有名な「ラ・プリマベーラ」の作者ボッティチェリも、この地で才能を開花させたのです。

その陰には、芸術を愛し育てることに情熱をかけたパトロン、ロレンツォ・デ・メディチの存在がありま

した。ボッティチェリの作品とともにフィレンツェを訪ね、ルネサンスの始まりから開花までを辿ります。


